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まずは河川の洪水から
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河川の形態による分類

Braided River 〔網状河川〕

Meandering River 〔蛇行河川〕

Anastomosed River 〔分岐河川〕

Straight 3

Braided River（網状河川）：Resurrection R. Alaska
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網状河川（ｂraided river)のできやすい所

１．傾斜の大きい所（山地側・上流側の所など。）

２．堆積物が粗く、砂の供給が大きい所（泥が固まっ
て平地になった所は侵食されにくい。砂は逆。）

３．植生の少ない所（寒帯・高地・氷河周辺・砂漠周
辺：植物は侵食を抑える。）

４．川の流量・堆積物供給量の季節的変動の激しい所
（気候変動の激しい所、雪解けによる川の増水の
大きな所など。）
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インダス川流域の堆積システム
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インダス川流域の堆積システム

7

インダス川流域の堆積システム
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１．傾斜の大きい所（山地側・上流側の所など。）

カンタベリー平野など）

下流でも傾斜が大きいこと
がある（日本富山の例）

網状河川（ｂraided river)のできやすい所
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蛇行河川（meandering river)のできやすい所

１．傾斜の小さい所（平野・海側・下流側の所など。）

２．堆積物が細かく、泥の割合が比較的大きい所

（放棄河川や氾濫原など、泥が固まって平地に

なった所は侵食されにくい。砂は逆に侵食されやすい。）

３．植生の多い所（熱帯・温帯・低地・平野・ジャングル：植物は
侵食を抑える。）

４．川の流量・堆積物供給量が安定しており、季節的変動の少
ない所（季節的な気候変動の小さい所など。）
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氾濫原（普段は乾燥している）

Back Swamp: 後背湿地

Oxbow Lake: 三日月湖・河跡湖

Natural Levee：自然堤防
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中規模～大規模な洪水と自然堤防の形成
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Figure 9.26
(自然)堤防の決壊による洪水（小規模→平野部では大規模：人口密集地では大被害）
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Crevasse splay, Mississippi River (Photo by R.H. Meade, USGS)
Crevasse splay of the upper Mississippi River (Photo by R.H. Meade, USGS)

Flood plain
Levee

Channel
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河川は（洪）水により砕屑物の堆積・浸食・運搬を行う

突州

蛇行河川
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Figure 9.17
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河岸段丘： 河川が浸食・堆積を繰り返して形成される
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Avulsion アバルジョン

From Victorian Resources Online 19

扇状地

氷河（堆積物）

河川

塩原

氾濫原

塩湖

三角州

湿地

ラグーン

バリアー島
サンゴ礁

20



2015/7/4

6

Figure 9.20
デルタ（三角州）：河川からの土砂が海岸・湖岸など水深が浅く波・潮が穏やかな所に急速
に堆積して形成される。

デルタ平野
Delta Plain

分岐河川
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Figure 5.23A
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Fig. 6.26. Stages of 
development in an ideal 
delta system. (A) Radially 
decreasing current 
velocities from jet mouth 
deposit concentric arcs of 
sand, silt and clay. (B) 
Delta progrades, forcing a 
channel through marginal 
levees, (C ) Channel 
mouth chokes levee 
ruptures and a new delta 
builds out from the 
crevasse. 

Jet （ジェット・噴流）:
一方向へ集中した流体の流れ

Delta lobe,

Lobe: 舌状堆積体

Natural Levee 
自然堤防

自然堤防
決壊
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Evolution of Mississippi-Type Delta
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© National Geographic 2005

ミシシッピ・デルタ
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Mississippi Delta, Louisiana, USA

50 km

Gulf of Mexico

New Orleans

lagoons
lagoons

Photo courtesy of NASA
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Crevasse-splay deposit   堤防決壊堆積物
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Time誌（全米版）・2005年9月2日号より
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Recurrence of Major Crevassing: 12  to 21 years
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ハリケーンと洪水による直接の死者1,836人以上
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Equivalent to Category 4 Hurricane

Japan Sea

Pacific Ocean

JapanTyphoon Mawar 
(Aug. 24, 2005)
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Hurricane Sandy: Estuary
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東京下町・利根川の洪水（地下鉄）：
Leveeにひび（大川小学校）
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Galveston Island, Texas

http://local.live.com/

By Microsoft Virtual Earth

Houston
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波浪の卓越する海岸にはバリアー島・砂嘴など発達しやすい

Transgressing Barrier

Bay head delta

ラビーンメント面
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高潮

気象庁HP
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死者 6千人近く、行方不明約1,800人以上

復興に約10年（津波以上の被害）

海岸部で最大７ｍの高さまで水が到達（住民の証言）
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レイテ州 タクロバン市
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〇 台風の風向きが変わり、大量の海水が湾内に一気に流れ込んで海面上に高さ３メートル
前後の切り立った波、「段波」ができていたと考えられる。

〇 段波は東日本大震災で発生した大津波の際にも確認された波の形で、高いところから水
が渦を作りながら崩れ落ちるため一気に速度を増して破壊力を増す。

〇 2007年にバングラデシュを襲い、４０００人余りの死者・行方不明者を出したサイクロンに

よる高潮で、「段波」を見たという証言があるのみで、他の例は知られていない。

これまでの高潮の対策は水位の高さが中心で段波によって

構造物が壊れるということは考えられてこなかった。メカニズ
ムをさらに詳しく調べて高潮の対策を見直す必要がある

47

Figure 13.28
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Figure 13.29
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Figure 13.30
大潮

小潮
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波は湾の入り口、潮は奥が強い (Yoshida, Steel & Dalrymple 2007)
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波浪の卓越し、潮間差の少ない海岸はバリアー島・など発達しやすい

Transgressing Barrier

Bay head delta

ラビーンメント面
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Po
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来週の予定:火山の仕組み

テキスト第２章

p.  67-71

テキスト第3章
p. 84-88，94-98

60


